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重粘地上壌の深耕における施肥と対策

沼 倉 正 二・浅 野 岩 夫 。若 生 松兵衛
(宮 城 県農詢

討するため,深耕方法の異なる攪拌耕 (ロ ータリ耕)と

反転耕 (プ ラウ耕)を実施し,翻巴。改良資材施用等を
組合せた2～ 3の試験を行なった。

2 試験地の概要と試験方法

試験圃場は鳴瀬川沖積に由来する。施肥改善土壌類型

分類によれば,黒泥土壌強粘上型に属す る平坦地であ

る。土壌断面および理化学性は第 1・ 2表のとおりであ

る。

供用しだ大型 トラクターの機種は,フ ァガンンFE×

37P Sで ,作業機としては,攪拌耕としてロータリ普通

爪,反転耕としてボットムプラウ14イ ンチ2連を用い,

いずれも耕深18`πとした。普通耕は耕継機 (ロ ータリ

耕)で耕深10θπとした。 2～ 3年目は深耕の残効につい

土 壌 理 化 学 性

1ま え が き

機械化一環作業体系における機械導入の目的は労働生

産性の向上にあるが,上壌生産性を無視することはでき

ない。

耕絃機による耕起が実施された2～ 3年後において,

作上層が浅くなった例が多く,こ のことは特に上壊の重

粘な地帯に多い。

本県には重粘土壌とみなされる水田がおよそ 3,000カα

あって,これらの地帯はほとんと浅耕上でもある。従っ

て作土層を拡大することが,生産性を上げるための重要

な対策であると考えられる。また重粘土壊の深耕効果の

有無は,一つには砕上の良否が影響すると見られる。本

研究はかかる観点から,重粘土壌における深耕効果を検
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表第

層 位
粒 度 分   析 (%) 水  分 (%) 容  積  重
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第 表 試験 区名 および施肥内容

施肥内容

区  名
普通耕 攪拌耕 反転耕

10α 当り要素量 (旬 )
備 考

N P206 K20

1 窒素10α 当り 50均区
2   ″      70 //
3  ク     90 ク
4 燐酸 5割増肥区
5 珪カル・熔燐区

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

〇

〇

50
70
90
70
70

80
80
80
120

80

80
80
80
80
80

供用肥料
N  =硫 安
P205=過石
K20-n

塁i奉〒はふ毒豊彗懲亀
て検討するため全処理区を深耕10。πの普通耕として試験

を継続した。

供試品種 :ササニシキ (折衷苗), 1区面積 :784F12,

単区制。栽植密度30`π×15`πの並木植で″当り222株。

試験区名および施肥内容は第 3表のとおりである。

3試 験 結 果

1 生育・収量
昭和40年より42年までの 3カ 年を通じて言え ること

は,40年は平年並の生育を示し,41年は出穂期が7日 お

くれ,生育もやや劣った。特に穂数が少なく全般的に収

量は低下した。 3年目においては異常天候によって生育

促進をきたし,出穂期が 2週間など進んだ。

窒素系列においてみると,草丈茎数は窒素の増肥に伴

って高くなっており,成熟期の稗長・穂数においても同

一傾向を示した。深耕法の差異による生育差は程長・穂

数とも反転耕が攪拌耕よりやや多い傾向にあって,″当

嬬 数では30本内外多い。

■カル・熔燐加用区では,茎数・穂数とも深耕区が明

らかに多く,深耕法による差はなかった。燐酸増肥にお

ける効果は,初期茎数を確保し,有効茎歩合を高め,穂

数を増大している。草丈においては明らかな傾向は認め

られなかった。

以上の生育差は,深耕年次はもちろん,深耕の持続効

果においても認められた。

3カ 年間の玄米重全量を,普通耕 (N-7崎)区に対
する各区の増減について第 1図下辺に示した。

窒素系列では増肥に伴って玄米重量が明らかに高く,

窒素 9た,/10C力搬 耕区1231t9増で7%,反転耕区157
た,増で9%の増収を示した。窒素 5た,/10α 区は両深耕
区とも明らかに減収している。珪カル・熔燐加用区は,

反転耕区162ん,で93%の増収を示し,攪拌耕区は普通耕
区より劣った。燐酸増肥効果は認められるが,攪拌耕区
で3%,反転耕区で5%の増収を示したにとと

'っ
た。

玄米収量の年次間変動について第 1図 上辺に示 した

第 1図 収  量

が,普通耕に対比して深耕区の変動は大きく,ま た深耕

法においては攪拌耕区が反転耕区よりやや大きい傾向を

示した。

2 N,P206,K20,Si02の 吸収
N,P205,K20濃 度は漸次低下しているが,低下
の割合は深耕区が緩慢である。Si02濃度は上昇してい

るが,耕深の差による濃度には大差なかった。第 2図に

深耕年次における稲体の吸収量を図示した。

Nは有効分llつ限界期調査において,深耕による差は

なく,最高分けつ期頃に吸収量は急激に増加し,以後緩

慢な吸収を示している。そして深耕区の吸収量は明らか

に高い。P20`では 7月 28日 までやや緩慢な収吸量を示
しているが,幼穂形成期■l後吸収量が増し,増加の傾向

は深耕区が高い。 K20の 吸収量はほぼNと 同一傾向に

あるが,幼穂形成期以後の吸収増加は認められない。

Si02においては深耕区の吸収量は直線的に増加するの

に対して普通耕区はやや緩慢である。

3 土壌の変化
は, N H4-Nの 消長

深耕年次において稲生育期間中における作上層のNH4
-Nの消長を国植後 7日 より10日 毎に 8月 中旬まで測定

したその結果を第3図に示した。 6月 8日 頃までは普通

*a )v,t&ffi PEAE
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第 表 跡地土壌分析成績 (昭和42年)

~｀
― ___  分析項目

区  名   ~~｀――__、
容 積 重 pH

T一N CEC
置換性 ("/100′ )

1孵ノ

粗 密 H20 KCl CaO MgO K20 Pr06 Si02

普 通 耕 窪カル・I 70旬区区 82 5
82 5
90 5
92 0

4 47
5 06

29 4
35 6

29 5
25 7
2 85
591
284
33 6

攪 拌 耕 素麟
カ
窒
珪 製″

区83 6
85 1
94 6
94 1
483
6 42
451
5 60
0 27
0 29
32 7
37 1

475 2
577 1

反 転 耕 素
麟

カ

窒
珪

7 01・,0こ

区
82 5
83 0
92 0
92 0
4 50
6 19
4 34
541
0 30
0 29

891
129 7
24 2
25,7
2 60
5 91
29 2
32 0

■ 3

S
ヨ
∞
2

日 V     vl        vI

第 2図 ″当り吸収量 (昭和40年茎約

耕EXIの N H4-Nが 明らかに多く深耕区は低い。 6月 18
日以降において深耕区が普通耕区より多い。深耕法にお

いては 6月 8日 までは攪拌耕区が多い数値を示している

が,その後において反転耕が優った (こ のことは青森農

試の島口氏も報告しているλ

すなわち,土襲中におけるN H4-Nの量は普通耕に
おいて施肥 1カ 月後で1223″ /100′ を示し,調査期間

中60%程度を示し,以後漸次低下している。深耕の耕法

区間では,初期において攪拌耕区が870″/100′ で50
%,反転耕区が808“ /100′ で40%の N H4量を示し,
後半において反転耕区がやや優った。

以上の結果より,深耕によってN H4-Nの で方は徐
々におこなわれ,後半の稲体の窒素含有率を高め,″当

り総釈数を増カロすることによって玄米重量を高めたもの

と推察される。

3図 NH4-Nの 消長

2)跡地上壌の分析結果
3年後の跡地上壌を分析した結果は第 4表に示した。

深耕することによって作土層は, CECが ゃや高くな
り,置換性のCaO,MgOを増大している。珪カル・熔
燐加用区は明らかに,Hを高め,C E Cを 増大し,置
換性のCaO,MgOおよび有効態のP20。,Si02を 富
化している。

以上のことより,深耕による上壌改良の効果は,作土

層の増大のみならず理化学性を良好にし,改良資材とし

ての珪カル,熔燐を加用すると改良効果の大きいことを

認めた。

4む  す  び

本県における重粘地帯の上壌の深耕効果を期待するに

は,土壌砕上の良否が影響し,特に反転耕において問題

があった。重粘」■aの浅耕土を対象として,深耕効果を

耕法による差異と,施肥・改良資材の施用効果等を対比

しながら検討した。

1 深耕の効果は窒素量を増肥することによって生育
量は増大し,特に穂数確保にょる籾数増加が期待され,

玄米重量を高めている。そしてこのことは珪カル・熔燐
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を加用することで効果がより高い。

2 深帰 ると上壌中の N H4の生成量は徐々におこ
なわれ,後半の稲体の窒素含有率を高める。また稲体の

N, P205,K20, Si02の 吸収量は明らかに高い。

3 深耕による上壌の変化を跡地上壊の分析結果より
みると,作土層の拡大のみならず,CECを 高める。

また珪カル・熔燐加用によって置換性の塩基を高め,有

効態養分を増大している。

4 深耕の耕法差は生育ならびに収量とも反転耕が優
り,窒素の施用量が多いほど収量は高い。

5 要するに深耕はその耕法の差異と,土壌改良,施
肥法の調和をはかることによって効果が大きくなる。

圃場整備水 田に対す る施肥改善

佐々木 高 。田 口 喜久治
(秋 田県農試)

2試 験 方 法

試験地 :山本郡八竜町,八郎潟北部に流入する小河川

の沖積地で構造改善事業による圃場整備地区内の切土田

の 2カ 所とした。切土,盛土日の特徴は第 1表,第 2表

に示した。切上日では作±10～15Cπ内外切土され,下層

に15伽内外の砂層が介在する。盛土田は旧作上に更に作

土と鋤床の混入した上層が15Cπ位上横みされた表層は軟

弱でグライ化が著しい。化学性では盛土田が切土日に比

べて各項目とも大きい値を示しているが,風乾

"℃
N H4

-N発生量では切上でも11ヮ /100′土壌の生成量がみら
れる。

層 断 面 (山本郡八竜町)

1ま え が き

水稲の生育収量は土壌の養分供給能 (物理的化学的)

に影響されるところが大きいが,圃場整備事業では一般

に作上の移動がおこり,も との性質とちがったものとな

り,また均一性に欠ける場合が認められる。このため新

しい作上のllEX性に応した施肥対策が要求されるが,こ

れには作土となる上の性質と水fll生育との関係が解明さ

れなければならない。これらの点について回場整備地区

において実施した調査,試験より,主として地力室素と

水稲生育,瑚巴法との関連について得た結果を報告す
る。

表第 土

層位 層厚 土 性 礫 腐植 巖 土  色 継 組 織 斑 鉄 密度 湿 り 2-2
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4
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含む

ク
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″

″
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中
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ク
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り
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盛 土 田

1

2

3

4

5

２８
３９
７０
９０
奸

LIC

LiC

HC

HC
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なし

ク
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なし

//
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//

1E=Lあ り

//

なし
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中

ク
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ク
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注 :土壌類型 強グライ土壌粘土斑鉄型 ω


